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お知らせ ＆ 情報 12
December

月

平成30年度保育所入所のご案内
　平成 30 年度（平成 30 年 4 月 1 日～ 31 年 3 月 31 日）に保育所への入所を希望する児童の保護者
は、次の事項を確認のうえ、申し込みの手続きをしてください。
　
入所基準
　次のいずれかの事情で家庭での保育ができない場合に入所できます。
　①　仕事をしている
　②　出産予定日前の８週前または産後の８週以内である
　③　疾病もしくは負傷し、または身体に障害がある
　④　長期にわたり病気・障がい者の介護をしている
　⑤　その他の理由により、家庭内保育ができない

申込書について
　提出期限／平成 30 年 1 月 12 日（金）
　提 出 先／福祉保健課（保育所では受付できません）

　※申込書の様式は、12 月 1 日（金）より役場窓口で配布します（綾町ホームページでもダウン　　
　　ロード可）
　※申込書の提出期限を厳守してください（全書類の提出順で入所決定するため）
　※定員を超えた場合や就労の状況によっては、希望の保育施設に入所できない場合がありますので
　　ご了承ください

募集保育所

同施設継続入所申込書について（平成 30 年 4 月 1 日以降も同じ保育施設に入所を申し込む場合）
　提出期限／平成 30 年 1 月 12 日（金）
　提 出 先／現在入所中の保育所

ご注意ください
　現在入所している保育所とは異なる保育所に入所を希望する場合は、「新規入所」扱いとなるため、
上記の新規申込手続きが必要となります。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４

区　分 保育所名 定員 受入区分

町　立

南俣保育所

各60人 10 カ月以上北俣保育所

中坪保育所

私　立 綾保育園 80人
３カ月以上

～４歳児まで
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

後期高齢者医療からのお知らせ

国民健康保険からのお知らせ

後期高齢者健康診査について
　後期高齢者医療制度の加入者は、年１回、健康診査を無料で受けられます。
　対象者には 6 月下旬に役場から問診票を送っていますので、期間内に保険証と問診票を持参のうえ、
各医療機関で受診してください。健康管理のため、年１回は健診を受けましょう。
　なお、問診票を紛失した場合は、再発行しますので福祉保健課へご連絡ください。

　期間／平成 30 年１月末まで
　場所／綾外科、綾立元診療所、たまきクリニック、結い診療所

後期高齢者歯科健診（いきいき歯つらつ健診）について
　歯科健診の受診期間は、12 月まで（訪問健診は翌年 2 月まで）となっていま
す。対象者には 6 月に、県後期高齢者医療広域連合から受診券を送っています。
口の健康は全身の健康につながります。年１回無料で受けられますので、ぜひ
受診してください。なお、受診する際は、受診券と保険証をご持参ください。

　対象者／本年度 76 歳および 81 歳になる人
　実施形態／個別健診、訪問健診

■問い合わせ先 /県後期高齢者医療広域連合　業務課　☎６２－０９２１

交通事故などにあったら
　交通事故にあったときや他者の飼い犬にかまれたとき、飲食店などで他者から提供された食事に
よって食中毒になったときには、被害者は加害者に損害賠償を請求することができます。被害者がケ
ガや症状の治療で健康保険の給付を受けた場合は、保険者から加害者に対して医療費の保険治療分を
請求することになります。
　交通事故や他者の行為によるケガなどで健康保険証を使用する場合には、福祉保健課へ届け出をお
願いします。すぐに提出できない場合は、電話でご連絡ください。
　なお、不用意に損害賠償請求権を放棄しないよう、示談は慎重に進めるようにしましょう。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４

陸上記録会　入賞おめでとうございます
　東諸県郡小学校陸上記録会は、10 月 31 日、国富町町営グランドで開催されました。綾小学校
からは 6 年生が参加しました。入賞者は次のとおりです（敬称略）。

女子 100m 走／ 3 位　丸山友菜　　女子 200m 走／ 3 位　菊池聖梨　　女子 600m 走／ 1 位　大隈夏凛
男子 50m ハードル走／ 1 位　福留幹隆　　女子 50m ハードル走／ 1 位　田中ユカリ
男子 1000m 走／ 1 位　藤村星魁、2 位　黒木南旺人　　男子走り幅跳び／ 1 位　猿渡稜太朗
女子走り幅跳び／ 1 位　谷上結　　男子走り高跳び／ 2 位　鳥原悠理　　女子走り高跳び／ 2 位　清水マリア
男子ソフトボール投げ／ 2 位　福森一稀、3 位　山床志郎　　女子ソフトボール投げ／ 3 位　坂田舞
男子 400m リレー 2 位／木下夢大、福留幹隆、福森一稀、藤村星魁
女子 400m リレー 1 位／田中ユカリ、清水マリア、大坪優希、大隈夏凛　　　　　　　　　　　 　（教育総務課）
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

エコクリーンプラザみやざきの年末年始の開場日
　年末は、12 月 30 日（土）の午前 8 時 30 分～午後 5 時までごみを受け入れます。年始は 1 月 4 日

（木）から開場します。
　なお、農業用の機具・用具・薬品などは受け入れられませんので、販売店にご相談ください。また、
古紙・古布・ガレキ類も搬入できません。インスリン注射器や注射針などの医療廃棄物については、専
門業者や医療機関に依頼してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ先／町民生活課　☎７７－３４６５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エコクリーンプラザみやざき　☎３０－６５１１

年末年始のごみ・資源物の収集、開場日のお知らせ

ごみの分別の徹底をお願いします！
　最近、弁当の空き箱をビニール袋に入れた状態で「容器包装プラスチック類」として出されて
いる事例が多く見受けられます。このような二重袋は禁止となっていますのでご注意ください。

「容器包装プラスチック類」の中でも汚れが落ちにくいものは、「燃えるごみ」として出すように
しましょう。

　また、エコクリ－ンプラザみやざきから厳重注意とし
て指摘があったものには、容器包装プラスチック類のご
みの中に、輸液用バッグやインスリン注射器が発見され
た事例がありました。このような場合、選別ラインを止
めて取り除かれることになりますが、作業員の手に針が
刺さるなどたいへん危険です。

　在宅医療廃棄物のうち、針などの鋭利なものについて
は、処方された医療機関や薬局へ返却をお願いします。
輸液用バッグなど鋭利でないものは、プラマークの有無
にかかわらず燃えるごみとして出してください。皆さん
のご協力をお願いします。

　分別で分からないことがありましたら、町民生活課　☎７７‐３４６５　までお問い合わせく
ださい。

収集・施設業務

12 月 1 月

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

ごみ・資源物収集 ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○

生ごみ収集 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ ×

堆肥工場 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ ×

エコクリーンプラザ
みやざき ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

※堆肥工場の開場時間／午前 9 時～午後 4 時
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

人権について考えましょう
12 月 4 日～ 10 日は人権週間です
　法務省および全国人権擁護委員連合会は、世界人権宣言
が第 3 回国際連合総会で採択された昭和 23 年 12 月 10 日

（人権デー）を記念し、毎年 12 月 4 日～ 10 日までの 1 週
間を「人権週間」と定め、全国各地で人権尊重思想の普及
高揚を図るための各種啓発活動を行っています。
　綾町でも次の活動を行います。人権を尊重し、みんなで
幸せに生きる地域社会を目指しましょう。

特設人権相談（人権・なやみごと相談）
　人権問題で困っている人や心配ごとがある人は、遠慮な
くご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。
電話相談も行っていますので、気軽にご利用ください。

日　　時／ 12 月 8 日（金）午前 10 時～午後 3 時
場　　所／綾町公民館 2 階
相 談 員／綾町人権擁護委員　早川 ゆり、中村 清久
電話相談／ 090 ‐ 3732 ‐ 1569
　　　　　（同日の午前 10 時～午後 3 時）

人権啓発街頭キャンペーン
　綾町人権擁護委員などによる街頭啓発です。記念品を配布しますので、ぜひご参加ください。

日　　時／ 12 月 8 日（金）　午後 3 時 30 分～
場　　所／綾手づくりほんものセンター周辺

■問い合わせ先／町民生活課　☎７７－３４６６

人権擁護委員をご存じですか？
　人権擁護委員は、市区町村長から推薦され、法務大臣が委嘱した民間の人たちです。綾町では
3 人の人権擁護委員が、各地区での身近な相談相手として、自宅や法務局、綾町での特設相談所
などで住民の皆さんからの人権相談に応じています。
　また、住民の人権が侵害されないように、地域の中で人権尊重の思いやりの心を広めるための
啓発活動も行っています。
　宮崎人権擁護委員協議会と宮崎地方法務局は、いじめやセクシャルハラスメント（性的嫌がら
せ）、高齢者や障害のある人への人権問題などについて、学校・各施設・自治会などの団体まで出
向いて無料で人権教室を行っていますので、気軽にお問い合わせください。

●相談窓口（みんなの人権１１０番）　　☎０５７０－００３－１１０
●相談窓口（子どもの人権１１０番）　　☎０１２０－００７－１１０
●相談窓口（女性の人権ホットライン）　☎０５７０－０７０－８１０
●問い合わせ窓口（宮崎地方法務局）　　☎２２－５１２４
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

結婚新生活を応援します
　結婚に伴う新生活を経済的に支援する制度があります。住宅の取得または賃借の一部、引越費用に
ついて上限 24 万円を補助するものです。

受給資格
　①　平成 29 年 2 月 1 日以降に婚姻届を提出し、受理された 45 歳未満の夫婦（婚姻届を受理され
　　　て 6 カ月以内）
　②　綾町の住民基本台帳に登録し、定住の意思のある世帯
　③　平成 28 年度中の夫婦の所得の合算額が 340 万円未満
　④　居住する住居が綾町内にあり、ほかの公的制度による家賃補助を受けていないこと
　⑤　町税などを滞納していないこと
　⑥　暴力団員でないこと・暴力団や暴力団員と密接な関係を有していないこと

補助の内容
　金額／ 1 世帯当たり上限 24 万円
　対象／①結婚を機に新たに住宅を新築・購入・建て替えした際の費用
　　　　②新たに住宅を賃借した際の敷金・礼金などの費用
　　　　③綾町内の住宅への引越費用（引越業者を利用したものに限る）
　申請受付期限／平成 30 年 2 月 28 日（水）

申請の方法
　補助金交付申請書、申請者の戸籍謄本、世帯員全員の住民票、世帯員全員の所得が分かる書類（平
成 28 年分の所得証明書）、住宅の購入・賃借・引越に要した費用が分かる書類（領収証）などを企画
財政課にご提出ください。申請書は役場窓口にあります（ホームページでダウンロードもできます）。

■問い合わせ先／企画財政課　☎７７－２９４８

　綾町は、小林市との周遊観光ルートを検討するため、県道宮崎須木線の「照葉大吊橋付近～須木」
間の 16.5㎞の区間で社会実験を行います。
　社会実験では、時間帯一方通行を試行します。道幅が狭い道路を安全に走行することができますの
で、ぜひご利用ください。なお、社会実験の期間中に通行されたドライバーの皆さんには、現地で係
員がアンケート調査へのご協力をお願いすることがあります。また、この社会実験に合わせてモニ
ターツアーを開催します。詳しくは役場や産業観光案内所に設置しているチラシなどをご確認くださ
い。皆さんのご協力をお願いします。

社会実験の日程・時間帯
　実施日／ 11月26日（日）、12月3日（日）、12月10日（日）
　時間帯一方通行の時間と方向（3 日間共通）／
　　午前 9 時～ 正午　　綾町→小林市須木方面のみ通行可
　　午後 1 時～ 4 時　　小林市須木→綾町方面のみ通行可

　　　
■問い合わせ先／建設課　☎７７－３４６７

社会実験にご協力ください　

※午前 8 時～ 9 時、正午～午後 1 時、午後 4 時～ 5 時は全面通行止
※歩行者はすべての時間帯で両方向からの通行ができますが、
　自転車は車両と同様に時間帯一方通行となります
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77-1154子育て支援センター

  6 日（水）　　わくわく広場
■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／お正月飾り作り

簡単ですてきなお正月飾りを作って、新年を迎え

ませんか？材料はセンターで準備します。

　　　　　　　

13 日（水）　　親子教室「コアラ」
■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／栄養士講話

離乳食についてのお話を聞いてみませんか？たく

さんのヒントやアイデアがもらえますよ！

20 日（水）　　ゆったり子育て教室　　　　　　

■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／クリスマス会

今年もサンタさんがやってきます！皆で一緒に楽

しみましょう。プレゼントもありますよ！どうぞ

お楽しみに。

25 日（月）　　誕生会　　　　　　　

■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ 12 月生まれのお友だちの誕生会

対象児にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。

12月の行事
親が大切にすべき言葉

「ありがとう」と「ごめんなさい」

わくわく広場「なかよし運動会」

　「ありがとう」と「ご
めんなさい」という言
葉は、いい人間関係を
築くために欠かせない
言葉です。こういう言
葉が自然と出てくる子
どもに育てたいですよね。でも、「ありがとう」
と「ごめんなさい」を簡単に言えないという人
は、大人でも少なくないのです。

　「ごめんなさい」は、相手に対する信頼感が
なければ言えません。許してもらえないかもし
れないという不安があると、人はなかなか謝れ
ないものです。「ありがとう」も、人から言わ
れた経験があまりなければ、口から出てきませ
ん。「ごめんなさい、は？」「ありがとうと言っ
たの？」と注意しても身に付かないのです。

　子どもが失敗したとき、無理やり「ごめんな
さい」を言わせようとしてはいけません。子ど
もの心に「ごめんなさい」という言葉を口にす
る屈辱感が残り、ますます言えなくなります。

　まず、家庭の中で「ありがとう」「ごめんな
さい」が自然に出ているか見直してみましょう。
子どもに何かを頼んだり、子どもとの約束が守
れなかったりしたとき、「ありがとう」「ごめん
なさい」を言ってあげてください。大人が意識
して「ありがとう」「ごめんなさい」を子ども
に言うと、その言葉が持つ感謝の気持ちや謝罪
の気持ちが子どもの心に伝わり、自分でも使お
うと思うようになるのです。まずは大人から、
ですよ。

お誕生おめでとう
10月1日～31日に受付のあったお子さんです

荒川 実怜 ちゃん ［女］ H29.10.10 生
（あらかわ みれい） 保護者：大輔さん ［古屋］

濱田 梨里菜 ちゃん ［女］ H29.10.10 生
（はまだ りりな） 保護者：竜峰さん ［四枝］

矢野 りり奏 ちゃん ［女］ H29.10.17 生
（やの りりか） 保護者：宗高さん ［上畑］

永田 丞 ちゃん ［男］ H29.10.18 生
（ながた すすむ） 保護者：優太さん ［昭和］

山口 幹太 ちゃん ［男］ H29.10.20 生
（やまぐち かんた） 保護者：裕貴さん ［立町］

今月のPHOTO
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77-0195健康センター

無医地区巡回診療
広沢地区
　12月8日（金）正午～午後0時45分
倉輪地区
　12月8日（金）午後1時～1時45分

　平成 29 年度は、下記の対象者に健診費用の助成

を行っています。実施期間は 3 月 31 日（土）まで

です。希望者はかかりつけの歯科医にご相談くださ

い。綾町内の医療機関でも受診できます。

　■対象／平成 29 年度内に次の年齢になる人

　　　　　・30 歳（S62.4.1 ～ S63.3.31 生）

　　　　　・35 歳（S57.4.1 ～ S58.3.31 生）

　　　　　・40 歳（S52.4.1 ～ S53.3.31 生）

　　　　　・45 歳（S47.4.1 ～ S48.3.31 生）

　　　　　・50 歳（S42.4.1 ～ S43.3.31 生）

　　　　　・55 歳（S37.4.1 ～ S38.3.31 生）

　　　　　・60 歳（S32.4.1 ～ S33.3.31 生）

　　　　　・65 歳（S27.4.1 ～ S28.3.31 生）

　　　　　・70 歳（S22.4.1 ～ S23.3.31 生）

　■実施回数／実施期間中、1 人につき 1 回

　■健診費用／自己負担 500 円（実費 4,644 円）

※受診券および保険証をご持参ください（受診券を　

紛失した場合には、健康センターで再発行します）

　高齢者のインフルエンザ予防接種を実施しています。

希望者はかかりつけ医にご相談ください。

　■対象／① 65 歳以上の人

② 60 ～ 65 歳未満で、心臓・腎臓もしく

は呼吸器の機能の障害またはヒト免

疫不全ウイルスにより免疫の機能に

障害があり、身体障害者 1 級を持つ人

　■方法／実施医療機関で個別接種

　■期間／ 12 月 31 日（日）まで

　■料金／ 1,200 円

　※保険証と健康手帳をご持参ください

乳児相談（おっぱい・育児相談）
　■日時／ 12 月 8 日（金）午後 1 時 15 分～

　■対象／乳児と母親

　※おっぱい相談の希望者はタオルをお持ちください

1 歳 6 カ月児健康診査
　■日程／ 12 月 15 日（金）

　■対象／平成 28 年 3、4、5 月生および未受診者

幼児歯科健診
　■日時／ 12 月 18 日（月）午後 1 時～

　■対象／平成 26 年 10、11 月生

　　　　　平成 27 年 4、5、10、11 月生

　　　　　平成 28 年 10、11 月生

おっぱい相談
　■日時／ 12 月 21 日（木）午後 1 時 30 分～

　※希望者はタオルをお持ちください

離乳食教室①（4 カ月児）
　■日時／ 12 月 21 日（木）午後 1 時～

　各自治公民館で午前 9 時 30 分から行います（神

下地区のみ午後 1 時 30 分から）。

例年 11 ～ 12 月に流行が始まり、1 ～ 3 月にピー

クを迎えます。感染力がとても強く、日本では毎年

約 1 万人、およそ 10 人に 1 人が感染しています。

・外出時は人ごみを避け、帰宅したら必ず手洗い・
うがいをしましょう

・せきやくしゃみの出る人はマスクを着用しましょう
・急な発熱やせき、のどの痛みなどの症状があれ

ば、早めの受診をしましょう

妊婦・乳児に関する検診・相談 綾町歯科健診

高齢者インフルエンザ予防接種

お達者クラブ

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区

1日（金） 古屋 15日（金）東中坪・北麓

5日（火） 中堂 19日（火）南麓・二反野

6日（水） 四枝 20日（水） 揚町

7日（木） 上畑 21日（木） 西中坪・麓

12日（火） 尾立 26日（火） 宮原

13日（水） 立町 27日（水） 宮谷

14日（木） 神下

■問い合わせ先／社会福祉協議会　☎77-3099
インフルエンザに注意！！
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77-0180綾てるは図書館

図書館まつり
＆クリスマス・コンサート

　■日時／ 12 月 3 日（日）

　　午前 9 時 30 分

　　～午後 3 時 10 分

　■プログラム／

　　①図書・雑誌リサイクル市

　　　午前 9 時 30 分～午後 1 時 30 分

　　②おはなしおばさん・藤田浩子さんの楽しいお

　　　はなし会

　　　午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分

　　③都城聖ドミニコ学園ハンドベル部の演奏

　　　午後 2 時 30 分～ 3 時 10 分

　※電話またはカウンターでお申し込みください　　

　　（図書・雑誌リサイクル市以外）

クリスマスをたのしもう
　大型スクリーンを使って、クリスマスに関する絵

本の読み聞かせを行います。参加者にはプレゼント

もありますよ。

　■日時／ 12 月 24 日（日）午前 10 時～ 10 時 40 分

　■対象／幼児から一般

　■申込期間／ 12 月 1 日（金）～ 21 日（木）

　※電話またはカウンターでお申し込みください

お笑いライブ上映会
　１月６日（土）に開催を予定していた「お笑いラ

イブ上映会」は、都合により中止となりました。ど

うぞご了承ください。

　今年 6 月に発足した囲碁

教室では、8 人が対局を楽

しんでいます。これまで、宮

原地区で活動をしていまし

たが、会員の輪を広げるた

め、綾てるは図書館で行う

ことにしました。年齢、経

験・未経験を問わず、参加者を募集します。希望者

はご連絡ください。

　■日時／毎週日曜日　午後 1 時～ 3 時

　■場所／学習・視聴覚室

　■会費／無料

　■連絡先／仁田脇一石さん　☎ 090-4775-2295

12月の休館日 毎週月曜日

おすすめの本

※23日（土）は祝日開館
※年末年始の休館日は29日（金）～1月4日（木）

中止のお知らせ

囲碁教室の参加者を募集

12月のイベント　

[ 一般書 ]
○どんな絵本を読んできた ?
○日めくりマタニティブック
○ネコがおしえるネコの本音
○藤井聡太
○シルバー川柳７
○本日も教官なり　          　　 
○やばい老人になろう　　　  　    　　　　　
○君が夏を走らせる           　　　
○今日も君は、約束の旅に出る　　　　　
○僕には世界がふたつある

[ 児童書 ]
○カレーの教科書
○おちばであそぼう
○カラスだんなのはりがねごてん　　　
○かえたい二人　　　　　     　　　　
○おやさいめしあがれ
○くろくんとちいさいしろくん
○ほしじいたけほしばあたけ

※ほかにもたくさんの本が入っています

おはなし会
　■日時／毎週土曜日　午後 2 時～ 2 時 30 分

子ども映写会（毎月第 3 土曜日）
　■日時／ 12 月 16 日（土）午後 2 時 30 分～ 4 時

　■上映作品／「アイスエイジ２」

てるはおはなし会（毎月第 3 日曜日・雨天中止）
　■日時／ 12 月 17 日（日）

　　　　　午前 11 時 30 分～ 11 時 50 分

　■場所／綾馬事公苑

乳幼児スマイルタイム
　■日時／毎週火曜日 午前 9 時～ 11 時

　■場所／幼児コーナー

学習・視聴覚室の無料開放
　会議や生涯学習などに幅広くご利用ください

小野寺　史宜／著
さだ　まさし／著
瀬尾　まいこ／著

瀬那　和章／著
ニール・シャスタマン／著

井上　よう子／作

令丈　ヒロ子／作
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　本誌 10月号の表紙を飾ったオオクチバス（通称ブラックバス）の写真は、ご覧になりましたか？
これは外来生物法で特定外来生物に指定されている魚種で、再放流や移動ができないのはもちろん、
飼育もできません。釣った場合は、その場で処分することしかできないのが現状です。
　でも、ひとついい方法があるのです。
　オオクチバスは北アメリカ原産の魚で、ルアー（疑似餌

え

）釣りの対象魚とされています。アメリ
カには、魚釣りを楽しませてもらった感謝の意味を込めて、釣った魚をその場に放す「キャッチ＆
リリース」という文化（水産資源を守るなど諸説あり）がありますが、日本でそんなことをしてい
たら特定外来生物がどんどん増えてしまいます。日本の原風景を守っている綾町でも、繁殖能力の
優れた外来種が在来種の存在を脅かしているのです。
　もともと日本では、魚釣りは食糧を得るための手段です。だから釣ったら食べるのが、日本の狩
猟文化だと私は思うのです。そう、「キャッチ＆イート」です！釣ったその場で絞めて持ち帰り、塩
を振ってぬめりを取った後、３枚におろして塩こしょうと小麦粉をまぶしてフライに。オオクチバ
スはスズキの仲間で、見た目や味もスズキに似ているので、本当においしく食べられるのです。綾
の自然生態系を守るため、我が国の食料自給率を守るため、「キャッチ＆イート」を強力にお勧めし
ます！
　ただ、先日の調査で仕掛けたワナに入っていた、同じスズキ目のカムルチー＝写真＝は…要注意
外来生物なのですが、あまりにもグロテスクで食べる勇気が出ません。どなたか勇気のある方、ぜ
ひ食し方を教えてください。

綾町地域おこし協力隊　　杉
すぎ

本
もと

　大
だい

マ
ユ
タ
テ
ア
カ
ネ

　

秋
を
代
表
す
る
生
き
物
で
、
童
謡
に

も
出
て
く
る
赤
ト
ン
ボ
。実
は
、意
外
に

た
く
さ
ん
の
種
類
が
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。

　

一
般
に
赤
ト
ン
ボ
と
言
わ
れ
て
い
る

の
は
、
ア
キ
ア
カ
ネ
と
い
う
種
類
で
す

が
、
同
じ
時
期
に
別
の
種
類
も
た
く
さ

ん
飛
ん
で
い
る
た
め
、
秋
に
見
ら
れ
る

ア
カ
ネ
属
の
ト
ン
ボ
（
赤
い
ト
ン
ボ
）

の
こ
と
を
総
称
し
て
“
赤
ト
ン
ボ
”
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
目
に
付
き
や
す
い
の
が

「
マ
ユ
タ
テ
ア
カ
ネ
」。
顔
面
中
央
に
あ

る
黒
い
チ
ョ
ビ
ひ
げ
の
よ
う
な
模
様
が

大
き
な
特
徴
で
す
。
赤
ト
ン
ボ
の
仲
間

は
町
内
で
も
5
種
類
以
上
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
比
較
的
寒
い
時
期
ま
で
観
察

で
き
ま
す
の
で
、
チ
ョ
ビ
ひ
げ
の
赤
ト

ン
ボ
も
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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生
涯
学
習
教
室

「
俳
句
」
教
室
受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
綾
町
生
涯
学
習
教
室
「
俳
句
」
教
室
講
師
　
本
村
　
蠻

刈
り
取
り
て
振
り
返
る
田
の
広
さ
か
な

神
宮
の
連
れ
添
う
夫
婦
菊
日
和

竪
本 

カ
ツ
子
さ
ん
（
四
枝
地
区
）

年
森 

　
豊
治
さ
ん
（
麓 

地 

区
）

　

無
事
に
稲
の
取
り
入
れ
も
終
え
、
ほ
ど
ほ
ど
満
足
で
き
る
収
穫
。
広
々

と
す
る
刈
田
あ
と
を
眺
め
る
と
、
春
先
の
田
起
こ
し
か
ら
始
ま
っ
て
、
半

年
に
及
び
時
間
と
労
力
を
か
け
て
き
た
稲
作
の
苦
労
が
あ
れ
こ
れ
思
わ
れ
、

満
ち
足
り
た
思
い
と
安
堵ど

感
。
下
句
の
「
振
り
返
る
」
に
は
そ
ん
な
感
慨
。

　

菊
の
花
が
咲
き
誇
り
、
あ
た
り
に
芳
香
が
漂
う
。
秋
天
の
明
る
く
澄
ん

だ
、
日
ざ
し
暖
か
な
好
日
が
菊
日
和
。
昼
下
が
り
の
神
社
の
境
内
で
見
か

け
た
老
夫
婦
。
睦
ま
じ
く
労
い
た
わ
り
あ
う
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
連
れ
添
う
姿
は
、

ほ
の
ぼ
の
と
心
や
さ
し
く
な
る
情
景
。
「
菊
日
和
」
が
相ふ
さ
わ応
し
い
。

一
般
寄
付

寄
付
者
／
物
品
（
地
区
名
）

佐
々
木　

保
／
米
（
東
中
坪
）

池
田　

和
昭
／
野
菜
（
上
畑
）

德
弘　

正
榮
／
果
物
（
揚
町
）

継
松　

敏
夫
／
果
物
（
南
麓
）

吐
師　
　

保
／
野
菜
（
宮
原
）

井
上
ア
ヤ
子
／
野
菜
（
宮
原
）

福
山
美
代
子
／
野
菜
（
杢
道
）

綾
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
／
日
用
品

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

野
元
ア
ヤ
子
／　

夫
（
立
町
）

有
村　

五
男
／
ワ
カ
エ
（
上
畑
）

濵
砂　

貞
子
／
西
村
ヒ
サ
子
（
尾
立
）

足
利　

攝
夫
／
千
鶴
子
（
麓
）

宇
都　

一
男
／
テ
ル
（
上
畑
）

一
般
寄
付

寄
付
者
／
物
品
（
地
区
名
）

綾
・
野
菜
加
工
館
／
金
一
封
（
揚
町
）

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意
に
感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
10
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

県社会福祉大会で表彰

綾
町
育
英
会

（
10
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

　

平
成
29
年
度
の
県
社
会
福
祉
大
会
で
、
次
の
皆
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
大
会
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
活
動
発
展
の
功

労
者
を
表
彰
し
、
さ
ら
な
る
地
域
福
祉
の
充
実
に
向
け

た
啓
発
を
図
る
た
め
、
毎
年
、
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

・
優
良
地
区
／
立
町
自
治
公
民
館
、
尾
立
自
治
公
民
館

県
知
事
表
彰

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
／
染
矢　

利
子
さ
ん
（
古
屋　

地
区
）　

（
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

14広報あや



くらしの情報［ 12 月 ］
　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
前
日
ま

で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
12
月
19
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
４
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
‐
３
４
６
７

　

県
企
業
局
に
よ
る
導
水
路
の
定

期
点
検
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
畑

地
か
ん
が
い
用
水
の
断
水
が
行
わ

れ
ま
す
。
農
業
生
産
者
の
皆
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
期
間
／
12
月
５
日（
火
）～
10
日

（
日
）
お
よ
び
12
月
19
日
（
火
）

～
25
日
（
月
）

※
終
日
完
全
断
水

※
い
ず
れ
も
通
水
作
業
日
を
含
む

◎
点
検
区
間
／
古
賀
根
橋
ダ
ム
～

綾
第
二
発
電
所
間
の
導
水
路

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
土
地
改
良
区

☎
77
‐
０
１
３
３

綾
川
総
合
土
地
改
良
区

☎
75
‐
２
４
２
４

　

中
小
企
業
の
従
業
員
の
福
祉
増

進
と
振
興
に
寄
与
し
、
雇
用
促
進

を
図
る
た
め
、
町
内
の
中
小
企
業

を
対
象
に
退
職
金
共
済
の
掛
け
金

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◎
補
助
要
件
／

・
中
小
企
業
退
職
共
済
に
新
規
に

加
入
す
る
従
業
員
で
あ
る
こ
と

・
加
入
す
る
被
共
済
者
は
、
町
内

に
居
住
し
住
民
登
録
を
し
て
い

る
こ
と

◎
補
助
期
間
／
加
入
月
か
ら
３
年

間
（
平
成
26
年
５
月
加
入
か
ら

対
象
）

◎
限
度
額
／
掛
金
月
額
５
千
円
の

２
分
の
１
（
年
間
３
万
円
）

※
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
短
時

間
労
働
者
は
２
千
円
の
２
分
の

１
（
年
間
１
万
２
千
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

産
業
観
光
課
☎
77
‐
３
４
６
４

　

飲
酒
運
転
の
根
絶
の
た
め
に
次

の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
期
間
／
12
月
１
日
（
金
）
～
31

日
（
日
）

運
転
者

・
飲
酒
運
転
の
危
険
性
な
ど
を
自

覚
し
、「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」
を
厳
守

し
ま
し
ょ
う

・
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
を
決
め
、

飲
ま
な
い
人
が
仲
間
を
安
全
に

自
宅
ま
で
送
り
ま
し
ょ
う

家
庭
で

・
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
な
ど
に
つ

い
て
家
族
で
話
し
合
い
、
飲
酒

運
転
を
全
体
に
し
な
い
・
さ
せ

な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う

・
飲
酒
し
た
人
に
車
を
貸
す
こ
と
、

運
転
者
に
お
酒
を
提
供
す
る
こ

と
、
飲
酒
運
転
と
知
り
な
が
ら

車
に
同
乗
す
る
こ
と
は
す
べ
て

犯
罪
で
す

（
綾
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
）

　

年
末
年
始
を
控
え
、
金
融
機
関

や
顧
客
な
ど
を
狙
っ
た
強
盗
・
ひ

っ
た
く
り
事
件
の
発
生
が
心
配
さ

れ
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
期
間
／
12
月
１
日
（
金
）
～
１

月
３
日
（
水
）

◎
運
動
の
重
点
／

・
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
を
対
象
と
し
た
強

盗
事
件
の
犯
罪
防
止

・
う
そ
電
話
詐
欺
の
被
害
防
止

・
子
ど
も
や
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止
・
自
転
車
や
車
、
住
宅
な
ど
の
カ

ギ
掛
け
運
動
の
推
進

（
東
諸
県
地
区
防
犯
協
会
）

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
当
時
「
林
業
退
職

金
共
済
制
度
」
に
加
入
し
て
お
り
、

退
職
金
請
求
の
手
続
き
を
し
て
い

な
い
人
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
加
入
し
て
い
た
か
ど
う
か
に

つ
い
て
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
・
林
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部

☎
03
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
７

　

償
却
資
産
と
は
、
製
造
や
小
売
、

農
業
な
ど
の
事
業
を
個
人
ま
た
は

会
社
で
営
ん
で
い
る
人
が
所
有
し
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
構
築
物
や
機
械
、
運
搬

具
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
事
業
用

資
産
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
29
年
中
に
増
減
し
た
償
却

資
産
の
申
告
お
よ
び
移
動
の
な

か
っ
た
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

平
成
30
年
１
月
１
日
時
点
の
償
却

資
産
の
状
況
を
１
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
役
場
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
税
政
課
町
税
係

☎
77
‐
１
１
１
３

　

綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
商
品
開
発
グ
ル

ー
プ
は
、
ま
ち
の
農
産
物
を
使
っ

た
乾
物
商
品
づ
く
り
を
企
画
し
て

お
り
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を

作
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
乾
燥
機

を
探
し
て
い
ま
す
。
譲
っ
て
も
構

年
末
年
始
の
地
域
安
全
運
動

水
質
検
査

畑
か
ん
断
水
計
画

お
知
ら
せ

飲
酒
運
転
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う

綾
町
中
小
企
業
退
職
共
済

新
規
加
入
を
助
成
し
ま
す

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
は

１
月
31
日
ま
で
！

お 

願 

い

林
退
共
の
退
職
金
請
求

乾
燥
機
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
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わ
な
い
乾
燥
機
が
あ
れ
ば
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

☎
77
‐
３
４
８
２

Ｅ
メ
ー
ルeco

p
ark@

to
w

n
.

aya.lg.jp

　

野
良
ネ
コ
が
家
の
周
辺
に
住
み

着
き
、
ふ
ん
尿
の
に
お
い
が
き
つ

い
と
い
う
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
、
野

犬
の
捕
獲
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

野
良
ネ
コ
の
捕
獲
は
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
野
良
ネ
コ
に
エ
サ
を
与

え
る
な
ど
不
必
要
な
干
渉
は
控
え

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、

家
の
外
で
エ
サ
を
与
え
る
と
野
良

ネ
コ
が
寄
り
付
く
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
屋
内
で
飼
育
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
５

　
「
つ
な
が
り
さ
さ
え
あ
う　

み

ん
な
の
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
12
月
１
日
（
金
）
～
31

日
（
日
）
ま
で
全
国
一
斉
に
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

綾
町
共
同
募
金
委
員
会
で
も
、
募

金
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
は
88
万
９
３
６
６
円
の
募

金
が
あ
り
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
福
祉
施
設
入
居
者
の
慰
問
活
動
、

高
齢
者
お
せ
ち
料
理
配
食
事
業
な

ど
に
活
用
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
共
同
募
金
委
員
会
、
綾
町
社

会
福
祉
協
議
会

☎
77
‐
３
０
６
６

　

11
月
11
日
、
12
日
に
行
わ
れ
た

総
合
文
化
祭
・
農
業
祭
で
綾
町

赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

売
上
金
の
一
部
は
「
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
」
に
寄
付
し
ま
す
。

　

募
金
箱
に
よ
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外

た
す
け
あ
い
募
金
」
な
ど
に
も
、

た
く
さ
ん
の
協
力
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
募
金
は
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
て
支
援
が
必
要
な

地
域
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

出
展
さ
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
お

よ
び
奉
仕
団
員
の
ご
協
力
に
感
謝

し
ま
す
。（

綾
町
赤
十
字
奉
仕
団
）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な

ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、「
苦
情
や

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」「
制
度

や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
」「
相
談

し
て
み
た
が
、
説
明
に
納
得
が
い

か
な
い
」「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ

い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
相
談
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

次
の
と
お
り
、
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
12
月
８
日
（
金
）
午
前　

10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
２
階

◎
相
談
員
／
阿
久
根
清
見

※
相
談
は
、
総
務
省
宮
崎
行
政
評

価
事
務
所（
☎
24
‐
１
１
０
０
）

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
税
政
課
行
政
係

☎
77
‐
１
１
１
２

　

宮
崎
労
働
局
で
は
、セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
嫌
が
ら
せ
）に
関
す
る
相
談
窓
口

を
12
月
28
日
（
木
）
ま
で
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

上
司
や
同
僚
か
ら
の
、
妊
娠
・

出
産
・
育
児
休
業
・
介
護
休
業
に

関
す
る
不
当
な
扱
い
に
悩
ん
で
い

る
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
対
策
を
考
え
て
い

る
企
業
の
担
当
者
な
ど
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
匿
名
で
も
可
能
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
相

談
料
は
無
料
で
す
。

◎
受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

◎
場
所
／
宮
崎
合
同
庁
舎
４
階

（
宮
崎
市
橘
通
東
３
丁
目
）

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
／

宮
崎
労
働
局
☎
38
‐
８
８
２
１

　

家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
や
、

介
護
が
必
要
な
人
の
生
活
が
向
上

す
る
よ
う
「
家
族
介
護
の
集
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
（
年
４
回
）。

介
護
体
験
者
同
士
の
交
流
や
悩
み

相
談
、
介
護
知
識
の
情
報
交
換
な

ど
を
行
う
集
い
で
す
。

　

12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い

ま
す
。
興
味
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

◎
日
時
／
12
月
21
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

◎
場
所
／
健
康
セ
ン
タ
ー

◎
内
容
／
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
作
り
、

茶
話
会

※
飾
り
用
の
リ
ボ
ン
や
ビ
ー
ズ
が

あ
れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ
い

◎
申
込
期
限
／
12
月
14
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
１
４
１

　

町
内
の
企
業
や
官
公
庁
が
一
堂

に
会
し
、
町
の
躍
進
を
誓
い
合
う

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

新
年
賀
詞
交
歓
会

募　

集

家
族
介
護
の
集
い
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

野
良
ネ
コ
に
エ
サ
を

与
え
な
い
で
く
だ
さ
い

くらしの情報［ 12 月 ］

お　

礼

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

特
別
相
談
窓
口
を
開
設

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

行
政
相
談 相　

談
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くらしの情報［ 12 月 ］

と
と
も
に
親
睦
交
流
を
図
り
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
参
加
費
２
千

円
を
添
え
て
12
月
８
日
（
金
）
ま

で
に
綾
町
商
工
会
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
１
月
４
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

◎
場
所
／
酒
泉
の
杜

※
バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
ま
す
（
役

場
前
を
午
前
10
時
に
出
発
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

綾
町
商
工
会
☎
77
‐
０
０
１
７

　

第
18
回
綾
雛
山
ま
つ
り
を
華
や

か
に
盛
り
上
げ
る
雛
行
列
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

雛
山
ま
つ
り

◎
開
催
期
間
／
２
月
24
日
（
土
）

～
３
月
４
日
（
日
）

◎
場
所
／
中
央
通
商
店
街
ほ
か
町

内
各
地

雛
行
列

◎
開
催
日
／
３
月
４
日
（
日
）

◎
集
合
場
所
／
綾
町
商
工
会

◎
集
合
／
午
前
11
時

◎
開
始
時
間
／
午
後
１
時
30
分

◎
募
集
内
容
／

①
お
内
裏
さ
ま
、
お
雛
さ
ま
役
を

務
め
る
未
婚
の
男
女
１
組
（
自

薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
）

・
募
集
締
切
／
１
月
９
日
（
火
）

・
選
考
／
応
募
者
の
中
か
ら
実
行

委
員
が
厳
正
に
選
考
し
ま
す

②
稚
児
行
列
に
参
加
す
る
４
～
６

歳
児
80
人
（
性
別
不
問
）

・
募
集
締
切　

／
１
月
31
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

・
参
加
料
／
１
千
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

綾
町
商
工
会
☎
77
‐
０
０
１
７

　

障
が
い
の
あ
る
選
手
が
、
競
技

な
ど
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
体
験
し
、
県
民
の
障
が
い
に

対
す
る
理
解
促
進
や
障
害
者
の
社

会
参
加
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
、

県
教
育
委
員
会
な
ど
主
催
。

◎
開
催
日
／
５
月
13
日
（
日
）

※
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
は
20
日
（
日
）

◎
場
所
／
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

◎
参
加
資
格
／

・
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
13

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

・
県
内
に
居
住
・
通
学
し
て
い
る

こ
と

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い

る
こ
と

※
知
的
・
精
神
障
が
い
者
の
部
に

つ
い
て
は
、
手
帳
の
取
得
の
対

象
に
準
ず
る
障
害
が
あ
る
場
合

も
含
ま
れ
ま
す

◎
募
集
締
切
／
１
月
24
日
（
水
）

◎
開
催
競
技
／

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

福
祉
保
健
課
福
祉
係

☎
77
‐
１
１
１
４

◎
対
象
／
東
京
都
お
よ
び
そ
の
周

辺
に
所
在
す
る
大
学
・
短
大
な

ど
に
入
学
予
定
の
男
子
学
生

※
保
護
者
が
宮
崎
県
に
居
住
し
て

い
る
こ
と

◎
募
集
人
数
／
50
人
程
度
（
１
部

屋
２
人
定
員
）

◎
入
寮
期
間
／
平
成
30
年
４
月
１

日
～
32
年
３
月
31
日

◎
寮
費
／
月
額
１
万
９
１
０
０
円

（
電
気
料
金
が
別
途
必
要
、食
事

の
提
供
な
し
）

◎
応
募
締
切
／
１
月
５
日
（
金
）

必
着

◎
申
込
方
法
／
入
寮
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
上
半
身

の
写
真
１
枚
を
張
り
付
け
、
健

康
診
断
書
と
世
帯
の
所
得
年
額

を
証
明
す
る
書
類
、
82
円
切
手

を
貼
っ
た
定
型
長
３
サ
イ
ズ
の

返
信
用
封
筒
３
通
を
添
え
て
郵

送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ

さ
い

※
入
寮
申
込
書
は
県
内
の
各
高
校
、

市
町
村
教
育
委
員
会
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

宮
崎
県
東
京
学
生
寮

〒
１
０
２
‐
０
０
７
４　

東
京
都

千
代
田
区
九
段
南
４
‐
８
‐
２

☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
）
５
０
３
８
３
９

綾
か
ら
の
お
く
り
も
の
展

◎
期
間
／
11
月
15
日
（
水
）
～
１

月
10
日
（
水
）
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分

◎
内
容
／
お
歳
暮
・
お
年
賀
の
品

に
ぴ
っ
た
り
の
綾
町
の
農
産
加

工
品
や
工
芸
品
を
集
め
た
ギ
フ

ト
展

お
知
ら
せ

※
土
・
日
・
祝
日
の
バ
ス
料
金
が

お
得
に
な
る
宮
交
バ
ス
の
「
ワ

ン
コ
イ
ン
パ
ス
」
を
販
売
中

※
催
し
物
の
内
容
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

※
12
月
30
日
（
土
）
～
１
月
２
日

（
火
）
は
休
業
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館
☎
30
‐
７
２
７
０

東
京
学
生
寮
の
入
寮
者
募
集

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
出
場
者
募
集

綾
雛
山
ま
つ
り
の
雛
行
列

参
加
者
募
集

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

身体の部 知的の部 精神の部
陸上競技 〇 〇

水泳 〇 〇
卓球 〇 〇 〇

アーチェリー 〇
フライングディスク 〇 〇

ボウリング 〇
バレーボール 〇

ミニバレーボール 〇
グラウンドゴルフ 〇

ボッチャ 〇
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